















































































































































































































































































































































































































































































????? ?? ???????????????????????????????? 中字 ???
??????????????
小字　詞書，作者名，和歌
1〕和歌
　0　作者
　3　　〕和歌
　0
　1　作者
　3　　〕和歌
　1
　4　　〕和歌
　5
　　作者
；〕和歌
　4　　〕和歌
　4
　1　作者
1〕和歌
；〕詞書
　4　作者
1〕和歌
　1　詞書
　1　作者，詞書2字
　0　　〕和歌
　3
　0　詞書，作者
；〕和歌
　4
3〕詞書
　4
　1　詞書
　0　　〕和歌
　3
　2　詞書，作者
　3　〕和歌
　1
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舗
94
95
96
97
98
99
皿
…
皿
…
……
皿
晒
…
皿
㎜
……
mm……
……
田
孤
…
田
m…
皿m辺
鵬
四
ぴ
ぴm田
㎜
……
皿
大字　中字　小字????????????????????
?」?
???
11?????????????
　詞書，作者名，和歌
1　作者
3〕和歌
4
1　作者
2〕和歌6
4｛作者
1〕和歌
4〕和歌
2
1〕和歌
2
4〕和歌4
　　作者
1〕和歌
；〕和歌
i〕和歌
　　3字作者
；〕微
；〕和歌
1〕和歌
；〕和歌
1〕和歌
1〕和歌
0　作者
6〕和歌
4
??????????行??????????大字
　8
　11
　3
　1
　10
　4
　3
　8
　5
?????
中字　小字　詞書，作者名，和歌??；〕和歌
1　作者
2
2〕和歌
1
1　詞書
3〕和歌
9
　　作者
1〕和歌
i〕和歌
1　作者
3〕和歌
0
　これを詞書，作者名，和歌，それに二字，三
字，四字，五字の四つに分けて字粒の使用を見
た。但し二字，三，四，五字使用は和歌の一部
を詞書の一部で和歌と詞書の合計と重複してい
る。いずれにしても二字がニケ，三字が一ケ，
四字が一ケ，五字が一ケと数字の上からそう特
別な事が出てこないので重複して使用した。
　次にこの各行に現われた数字を詞書，作者名，
和歌，その他の四つに分けてまとめると次のII
表のようになった。
　〔表II〕
　???????
???
の
詞???????書全17行大字9726
106
5
2
1
1
1
となった。
89
730
8
4
1
1
2
中字53　小字41
　35　　26
463　230
14　　1
　7　　0
　2　　0
　2　　　1
　3　　　0
　この表でもわかるように，大字の使用が中字
の約二倍に，中字の使用が小字の約二倍となっ
24 金沢大学教育学部紀要 第23号　昭和49年
て圧倒的に大字使用が多い。これは大字を主体
としながら，中字，小字を入れて大字がより引
き立ってくるように見せ，変化の多用を生んで
いる事が明白である。
　和歌は，二行，および三行で構成されていて
一行を大字中心にすれば他の行はそれに添わせ
る従の行として第二，三行を行として構成され
ている。その為，この数字として現われたと考
えられる。この表で特に注意しなければならな
いのは詞書と作者，および二，三，四，五字で
の行として見た場合，詞書では中字が大字と同
程度の数字を示しているのでも解るように，他
の和歌め行よりも大字と中字を中心としてほぼ
同程度の字粒が連続して並んでいることが分
る。それに対し作者は大字が圧倒的に多く，これ
は作者名を大きく書いて行った事が分る。二字，
三字，四字，五字での行構成は，二字では大字連
続，三，四，五字では，中字が中心として，従
の行として構成する意識のあった為と思われる。
　これをまとめると，全体として大字を中心と
して中，小字の使用をしている。これは大字を
中心としながらも大字の連続では引き立たず，
　　〔参考文献〕
　　　本阿弥切　巻12　　伝小野道風筆
　　　　　　　　発行　　書芸文化新社
中，小字を使用することの相互作用により，大
字をより大字に目立たせ，小字もより小字とし
て目立って来るという効果を持たせる働きを使
用していると言える。
　　結　　論
　以上，〔1〕〔II〕〔III〕〔IV〕をまとめ，結論
として，道風は，文字の種類の多用を避け，ご
く限られた字数の中で字粒を，大，中，小字と
種々の粒を用い，種々の字形を用いて多用して
いるように見せ，変化の妙に秀れた作家であっ
たと言える。又，一つには，なかなか眼には見
えないけれども，単純な線の中に複雑な味を持
たせ，内容のある線を書ける力量も兼ね備えた
能書家であった。
　いずれにしてもそれだけの線を書ける力量を
備えてこそ能書家であり，能書家であれぽある
ほど，文字の多用を避け，単純な字形でより多
くの変化と効果を生み出す，計算された美が計
算された美と見せない感覚的調和した世界を生
み出したのだと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
THE　BEAUTY　IN　TOFU　ONO
On　the　selection　of　characters　in　Honnamigiri　Vol．12．
Shohan　Fujita
　　How　did　Tofu　choose　one　character　among　many　letters～　Through　his　sence　of
difference　in　using　characters　as　a　formative　art　and　his　sence　of　taking　the　size　of　each
character　in　one　line．11earned　to　know　Tofu’s　sence　of　beauty．
（1）Explanation　of　Honnamigire
（2）Great　and　small　size　of　characters
（3）　Difference　of　the　type
（4）　The　character’s　size　in　each　line
